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麻雀の会 2月例会 どんな役かな？ 

最優秀・校長賞の横田さん（右） 茶房 リエールにて 

優秀作品賞の南部さん（右） 

▼
中
国 

 第
38
回
柳
川
川
柳
学
校 

吉
原 

司
郎
（Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

令
和
４
年
12
月
５
日
（
月
）
午
後

６
時
よ
り「
茶
房 

リ
エ
ー
ル
」
に
お
い

て
、
第
38
回
柳
川
川
柳
学
校
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を
万

全
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
10
名
、
欠
席
者
は
４
名
で
し
た
。 

第
37
回
最
優
秀
作
品
受
賞
の
伊

藤
嘉
之
さ
ん
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
の
乾
杯
の
音

頭
、
久
米
田
眞
志
校
長
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
の

開
催
挨
拶
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

今
回
は
14
名
か
ら
の
投
句
が
あ

り
、
出
席
者
10
名
と
、
欠
席
者
２
名

か
ら
の
不
在
者
投
票
の
、
計
12
名
の

投
票
で
各
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
通
り
で
す
。 

 優
秀
作
品 

陽
性
と
言
わ
れ
て
終
活
や
る
気
だ
し 

南
部 

年
克
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

そ
の
癖
を
や
め
て
と
言
え
ず さ

よ
う
な
ら 

後
藤 

啓
子
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 

 

最
優
秀
作
品
・校
長
賞 

戻
し
た
い
枕
に
付
い
た
髪
の
毛
を 

横
田 

真
理
子
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
） 

あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
。
辻
川

登
貴
子
校
長
補
佐
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）
の
中
締

め
の
時
間
と
な
り
会
は
終
了
し
ま
し

た
。 

            麻
雀
同
好
会
は
楽
し
！ 

熊
野 

隆
史
（Ｒ
Ｃ
Ｃ
） 

コ
ロ
ナ
４
年
目
、
感
染
症
の
分
類
変

更
に
よ
り
、
医
療
費
が
一
部
個
人
負

担
へ
移
行
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
マ

ス
ク
も
個
人
の
判
断
か
、
主
催
者
の

判
断
に
任
せ
る
と
言
う
。
予
防
接
種

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種
並
み
に
個
人

判
断
で
と
言
う
。 

当
た
り
前
と
言
え
ば
当
た
り
前
で

あ
る
。
昔
か
ら
お
上
に
す
が
る
癖
が

多
少
な
り
と
も
残
っ
て
い
る
の
か
も

知
れ
な
い
。 

麻
雀
同
好
会
の
例
会
は
今
月
も

開
催
さ
れ
る
。
家
で
じ
っ
と
し
て
い
て

は
、
身
体
や
脳
の
衰
え
を
感
じ
ざ
る

を
得
な
い
。
会
に
足
を
運
び
、
脳
を

活
性
化
す
る
こ
と
は
半
端
な
い
活
動

で
あ
ろ
う
。
人
と
会
っ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
楽
し
い
の
で
あ
る
。 

 
 


